
区間データに基づくメタアナリシスの方法論と実践 

 

医学・疫学分野の研究において，観察・観測されたデータから種々のリスクを適切に推定

し評価することは生物統計学の重要な役割のひとつです。例えばアルコールの摂取と乳が

んの発生の関連を調べる場合，アルコール摂取量を曝露量として，その量に応じて乳がんの

発生率がどのように変化するか統計的な検討が行われることになります。しかしそのよう

な研究において，本来連続量であるべき個々人の摂取量などが範囲として調査されたり正

確に記録されなかったりすることで，例えばアルコール摂取量として 0～20.4，20.4～183.8，

183.8～367.7，367.7～（g/week）のように曝露量が区間データとなることがしばしばあり

ます。それとともに他のデータも各区間で要約されたものが与えられ，解析には少なくなっ

た情報のみが利用されることになります。このような場合，各群をカテゴリーとした解析が

行われるのが一般的ですが，この区間の決め方が各研究でまちまちであると, そこから導き

出される結果や数値の解釈も研究間で違ってしまいます。さらに複数の研究結果を集め，そ

れを統合するメタアナリシスを行う際には，この区間データの定義が異なることが結果の

併合を技術的に困難なものにします。それにも関わらず, これらの問題をきちんと評価しな

いまま複数の研究を統合したメタアナリシス研究が行われ, それがエビデンスとして評価

されているものも存在しています。 

 Takahashi and Tango [1] では曝露量にべき正規分布を仮定したうえで最尤推定量によ

って各区間の代表点を推定することを提案し，線形回帰モデルの下で検討を行い, 従来の中

点を用いるものよりも精度よく回帰係数の推定を行うことが出来ることを示しました。ま

た非線形関係にある用量反応曲線の推定 [2] などの理論的研究とともに，カットオフ値が

異なるバイオマーカーの値と予後の関連の評価における区間データに基づく適切な推定方

法やメタアナリシス [3]，コーヒーの摂取量と大腸がん発生の用量関係メタアナリシス [4] 

などの実践的な研究も行っています。 

 

 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

       Cohort 研究の結果                       Case-control 研究の結果 

日本人におけるコーヒーの摂取量と大腸がん発生リスクの用量反応関係メタアナリシス[4] 
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